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図書館運営委員の先生方と図書館職員がおすすめの1冊をご紹介します！

文学部　歴史学科

上杉　和央 教授

- 請求記号 -
312.1||S

所在
新着コーナー

近代の政治家と京都の別荘庭園

　　　琵琶湖疏水がむすぶ水脈と人脈

佐野静代著

吉川弘文館　2026.2

京都の近代化を支えた琵琶湖疏水。その水は舟運や発

電などに使われたほか、岡崎周辺に築かれた別荘群の

庭園にも引き込まれ、時の有力者たちの集いを演出し

ました。本書が光を当てるのは、こうした近代岡崎と

いう場に集った水脈と人脈です。本書を読めば、少し

違った⾓度から京都の近代を⾒通せることでしょう。

春の気配が日ごとに濃くなるこの頃は、新しい世界へと視

野を広げるのに最適な季節です。図書館には、そんな世界

への扉となる多彩な本が豊かにそろい、訪れる人をさまざ

まな知識や物語へと誘ってくれます。心惹かれる⼀冊を⼿

に、図書館ならではの静かなひとときをゆっくりとお楽し

みください。
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アメリカ大統領演説集（岩波文庫）

外国の政治指導者のなかでも、アメリカ大統領は⽇本人にとっ

てなじみ深い存在なのではないだろうか。本書ではワシントン

からオバマまで、歴史的に重要な29の演説で建国以来のアメリ
カの歩みをたどる。2026年に建国250周年を迎えるアメリ
カ。⼤国へ発展していくまでの道筋がよくわかる。

所在
新着コーナー

建築と利他

効率や評価を重視する社会で感情の輪郭が薄れる若者は、だか

らこそ、他者の基準ではない⾃分なりの報われ方を探し続ける

のかもしれない。社会の構造が変わり、価値観が次々と更新さ

れていくなかで、思考や感情さえも最適化されていく現代。そ

の流れを読み解くための、新たな視点を与えてくれる。

誰でも（名前は）知ってるシェイクスピア。文学や演劇だけで

なく哲学や言語にまで影響を及ぼしたシェイクスピア。で？結

局どんな時代のどういう人？たくさんの作品をどう読めばいい

の？など1問1答形式でわかりやすく教えてくれる入門書。各質
問にご本人が答えている（！？）ような作品中のセリフ（原

文）も興味深い。

戦後の教育現場を丹念に取材し、「教育とは何か」を根源から

問い続けた⼤⽥教育学の原点。人を人として育てるとはどうい

うことか――分断が進む現代にあって、教育の連帯の回復を問
いかける。教育を志す人はもちろん、これからの社会と⾃分の

あり方を考えたい学⽣にも薦めたい。

教育とは何かを問いつづけて（岩波新書）

- 請求記号 -  372.1||O

- 請求記号 -  367.68||M

シェイクスピア、それが問題だ!     

井出新著　⼤修館書店 2023.11

- 請求記号 -  520.4||H堀部安嗣ほか著　ミシマ社 2025.5

建築は誰のためにあるのか。建築家の堀部安嗣と思想家の中島

岳志が、「利他」をキーワードに建築と社会の関係を語り合

う。建物のかたちを超えて、私たちが互いに心地よく住まうあ

り方へと、そっと導いてくれる。

大⽥尭著 岩波書店 2026.1

三宅⾹帆著 PHP研究所 2025.11

古矢旬ほか編訳 岩波書店 2025.11

- 請求記号 -  932.5||I
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考察する若者たち（PHP新書）

        シェイクスピアを楽しみ尽くすための百問百答

- 請求記号 -  312.53||F
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ここまでわかった京都の歴史

2025年度
学生希望図書購入申込書
の受付期限について

京都研究の第一線にたって活躍する著者たちが、これまで「あ

まり」もしくは「ほとんど」ふれられてこなかった京都の歴史

を語り尽くす。ガイドブックや観光地図では⾒られない、京都

の知られざる⾵景や歴史を、最新の成果と共に訪ね歩く、⽇本

史研究者必⾒の書。

地方史研究協議会編　文学通信 2025.10

N (エヌ)　（集英社文庫）

ゲノム法

吉田和央著 商事法務 2024.10

ヒトゲノム技術は医療に⾰新をもたらす⼀方、優⽣思想などの

倫理的問題を伴う。ヒト以外の⽣物のゲノム技術も食糧問題解

決への寄与などが期待される反⾯、環境への影響や安全性の懸

念がある。本書は⽇本のゲノムに関する法規制や議論状況が体

系的に整理・解説され、入⾨書として役立つ。

道尾秀介著　集英社 2024.6

読む順番で物語の見え方が変わる“体験型ミステリー”。6つの
短編がどこから読んでもつながり、登場人物の印象や物語のト

ーンが読むたびに変化する。同じ⼀冊でありながら、読む人ご

とにまったく違う物語が立ち上がるというユニークな仕掛けが

楽しめる。⾃分だけの読書体験に出会いたい方はぜひ。

- 請求記号 -  913.6||M

2025年度の学⽣希望図書の
受付は2⽉16⽇で終了しま
した。3⽉1⽇以降にお寄せ
いただいたお申込みは、次

年度分として取り扱いま

す。なお、2026年度の受付
開始は4⽉1⽇を予定してい
ます。
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学内関係者
のみ利⽤可
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学内関係者
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新着図書をお探しの際は
　　　"カテゴリ検索”もご利用ください

当該年度の新着
リストが月別・
分類別（0～9類）
に表示されます。
読みたいジャンル
が決まっている時
に便利です。 学生希望図書制度とは▶

▲カテゴリ検索

https://kyotopref-u.idm.oclc.org/login?url=https://kinoden.kinokuniya.co.jp/kpu/bookdetail/p/KP00125856/
https://kyotopref-u.idm.oclc.org/login?url=https://elib.maruzen.co.jp/elib/html/BookDetail/Id/3000184162
https://opacs.pref.kyoto.lg.jp/opac/category
https://www.kpu.ac.jp/library/guide/for-students/purchase-requests/
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